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研究成果の概要（和文）：ロールシャッハ法において、各反応の産出直前の眼球運動を測定・分析する手続きを考案し
、各反応の知覚的性質を眼球運動の観点から説明する研究法を確立した。この研究法では、色彩反応の知覚的性質の解
明には未だ至っていないものの、色彩反応と類似的な性質をもつ濃淡反応において、濃淡知覚に特有の眼球運動が確認
された。また、類似性評価課題やテキストマイニングを用いた研究によっても、眼球運動測定研究から得られた知見を
指示・補足するような知見が得られた。
本研究の知見を、色彩ショックの発生メカニズムの解明と解釈法整理に応用した研究を実施中である（平成26年度～27
年度 若手研究（B） 課題番号：26780407）。

研究成果の概要（英文）：Procedures were designed for measuring and analyzing eye movements prior to each r
esponse in Rorschach Method and a technique for clarifying the perceptual characteristics of each response
 from the perspective of eye movements was developed. The perceptual characteristics of color responses ha
ve not been fully understood to date. Through this method, eye movements specific to shading responses, wh
ich have similar characteristics to color responses, were identified. Furthermore, the findings obtained i
n eye movement studies were supported and complemented by studies on similarity evaluation tasks and text 
mining. 
The mechanism of generating color shock and its interpretation are currently being investigated using the 
findings of this study. (H26-H27, Grant-in-Aid for Young Scientists (B), JSPS KAKENHI Grant Number 2678040
7.)
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１．研究開始当初の背景 
 ロールシャッハ法は、本邦において使用頻
度の高い、代表的な心理検査法の一つである。
しかし、その妥当性・信頼性については否定
的な研究結果も多く、ロールシャッハ法の科
学的実証性について、長い間、論争が繰り広
げられてきた。この論争を解決するためには、
ロールシャッハ法の性質について基礎心理
学的な観点から研究することが不可欠であ
った。 
 
２．研究の目的 
 ロールシャッハ法の中でも主要な変数で
あり、解釈上重要な意味を有する色彩反応に
ついて、眼球運動測定法を用いて産出メカニ
ズムを解明することが本研究の主要な目的
であった。また、眼球運動測定法以外にも色
彩反応の性質を検証するための補足的な手
法として、類似性評価課題やテキストマイニ
ングを用いた研究を行うことで、眼球運動測
定研究によって得られた知見の補強を試み
ることも目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)眼球運動測定法の手続きの検討 
 大学生を対象に、眼球運動測定用モニター
で図版を提示するロールシャッハ法を実施
し、産出された反応領域と産出直前の眼球運
動の対応性を調査した。 
 
(2)色彩反応・無彩色反応・濃淡反応を対象
とした眼球運動測定研究 
 大領域に産出された色彩反応・無彩色反
応・濃淡反応を対象に、反応産出前５秒間に
おける注視領域と注視時間を比較した。 
 
(3)色彩反応と、形態利用・色彩利用の選好
性に関する研究 
 知覚・認知心理学的な手法である、図形の
類似性評価における形態利用性・色彩利用性
を測定する課題（3-SET）と、ロールシャッ
ハ色彩反応との対応関係を調査した。 
 
(4)色彩反応において頻出する言語表現の調
査 
 色彩反応と評定される言語的表現に頻出
する単語を調査し、そのような単語はどの図
版において頻出するか、どのような色彩名と
共起するか調査した。 
 
４．研究成果 
(1)眼球運動測定法の手続きの検討 
 反応産出前には、反応に利用された領域や
図版特徴の知覚を反映するような眼球運動
が観測されるとの仮説が立てられた。この仮
説を検証するため、眼球運動測定モニターを
用いてロールシャッハ図版を提示し、29名の
調査対象者に対して個別にロールシャッハ
法を実施した。 
特定の小領域に産出された195反応につい

て、反応産出前の眼球運動と反応領域との対
応性について分析した。その結果、反応領域
に対する注視は反応の９秒前から徐々に増
加し、反応産出直後に減少することが確認さ
れた（Fig. 1）。この結果は、反応直前の眼
球運動が、反応領域に関する性質を反映して
いる可能性が高いことを示している。すなわ
ち、反応の性質を解明するためには、反応産
出直前の眼球運動を分析することが有効で
あることを示している。 
なお、反応産出直前の３秒間において、領
域への注視が全く見られない反応も、６反応
存在していた（分析対象反応のうち約３％）。
これらの反応について、反応産出直前の眼球
運動を量的・質的に分析したところ、反応を
知覚したとの説明がなされた領域と、実際に
反応が知覚された領域が異なっている可能
性が高いことが確認された。このことは、ロ
ールシャッハ法において、反応の再認失敗が
生じても、通常の実施法下では把握すること
ができない場合があることを示しているが、
そのような反応は少なく、解釈に影響を与え
るほどではないと考えられた。 
この研究は論文化され、ロールシャッハ法
を 専 門 と す る 国 際 学 術 雑 誌 で あ る
Rorschachiana への掲載が決定している。 
 
(2)色彩反応・無彩色反応・濃淡反応を対象
とした眼球運動測定研究 
 色彩反応、無彩色反応、濃淡反応を構成す
る色や濃淡は、インクブロットの内部に多く
存在する。よって、これらの反応は他の反応
に比べて、反応領域の内部への注視が比較的
多くなるとの仮説が立てられた。この仮説を
検証するには、インクブロットへの注視を、
領域内部を対象とした注視と、輪郭部を対象
とした注視に分類する必要がある。このよう
な分類が容易と考えられた大領域に産出さ
れた反応を分析対象とし、反応直前の眼球運
動を分析した。ただし、有色彩領域に産出さ
れた反応に関しては、領域内部を対象とした
注視と、輪郭部を対象とした注視とに分類す
るためには、反応領域の大きさが不十分であ
ることが判明したため、詳細な分析を断念し
た。 
 無彩色の大領域に産出された反応に対し



て、反応産出直前の眼球運動を分析したとこ
ろ、無彩色反応の該当・非該当に関しては内
部領域に対する注視時間に、意味のある差は
見られなかった。しかし、濃淡反応の該当・
非該当に関しては、濃淡反応に該当する方が
領域内部への注視時間が長いことが確認さ
れ、インクブロットの濃淡特徴に対応するよ
うな知覚が多く行われていることが分かっ
た（Fig. 2 & 3）。 
この研究については、ロールシャッハ法を
専 門 と す る 国 際 的 な 学 術 大 会 （ XXI 
International Congress of Rorschach and 
Projective Methods）で発表を行うことが決
定している。 
 
(3)色彩反応と、形態利用・色彩利用の選好
性に関する研究 
色彩反応における知覚過程について、眼球
運動以外の観点からも調査を試みるため、有
色彩の図形に対して類似性評価を行った場
合の、形態利用性と色彩利用性を測定する課
題（3-SET）を用い、色彩反応が色彩を利用
する性質を反映したものであるか否かにつ
いて検証した。同時に、色彩反応の解釈の一
つである衝動的なパーソナリティ特性と、色
彩反応、形態利用性・色彩利用性との関連性
についても調査した。 
 その結果、色彩利用性の高さと色彩反応の
産出頻度との間には関連性が見られなかっ
た一方で、形態利用性の低さは形態が漠然と
した色彩反応の産出を増加させていること
が示唆された。また、衝動的なパーソナリテ
ィ特性が高い者は、形態利用性の低さを媒介
して、形態が漠然とした色彩反応の産出に至
るという可能性が示唆された（Fig. 4）。こ
れらの結果は、色彩反応とは色彩を積極的に
利用した反応と言うよりも、形態利用が不十
分である場合に反応を産出する際に色彩を
利用した反応であるという可能性を示して
いる。加えて、衝動性の高さは形態が漠然と

した色彩反応と関連するという結果は、従来
の色彩反応に関する解釈仮説に沿ったもの
であり、色彩反応の妥当性を支持する知見で
あると言える。 
この研究は論文化され、心理アセスメント
に関する研究を専門的に扱う国際学術雑誌
に投稿中である。 
 
(4)色彩反応において頻出する言語表現の調
査 
 ロールシャッハ法では多様な反応が産出
されるが、色彩反応と評定される反応では一
般的に、産出されるインクブロットの色彩と
反応内容の間に対応関係が見られる（例えば、
「血」という反応であれば赤色領域に産出さ
れることが多い）。このような、色彩反応の
反応内容と、用いられる色彩、図版との対応
関係について、テキストマイニングの手法に
より調査を行うことで、色彩反応の産出メカ
ニズムに関して得られた知見の補強を試み
た。 
 査読つき学術論文や学術図書に掲載され
たロールシャッハプロトコルから、色彩反応
と評定された869反応を対象にテキストマイ
ニングによる分析を行った。その結果、各ロ
ールシャッハ色彩図版において、色彩反応産
出時に最も多く共起している色彩は赤色系
であることが示された。また、各図版での色
彩反応に共通する頻出単語は「血」「内臓」
「火」「花」であり、これらはインクブロッ
トの赤色特徴との関連性が示唆されること
から、ロールシャッハ法における主要な色彩
反応は赤色を用いたものであることが明ら
かになったと言える。この知見は、ロールシ
ャッハ法において赤色知覚のために反応産
出性が低下する色彩ショックの現象を解明
できる可能性がある。 
この研究は論文化され、所属大学の紀要
（関西学院大学心理科学研究）に掲載されて
いる。 
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Fig. 4 衝動性・形態利用性・色彩反応の対応関係 
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